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                            令和６年 10 月 31 日 

令和６年度 

中国四国農政局技術検討会（第１回） 

（補助事業 再評価・事後評価） 

 

 

議 事 録 

 

事務局 

定刻となりましたのでただ今から「令和６年度中国四国農政局補助事業再評価技術検討会」

を始めさせていただきます。 

事務局の農政局設計課の西村と申します。よろしくお願いいたします。 

本技術検討会は原則公開とされておりますことから、10 月 15 日に、本日開催する旨をプ

レスリリースしたところですが、傍聴及び報道関係者からの申込はございませんでした。 

それでは、まず初めに、中国四国農政局国営等事業管理委員会の委員長であります農村振

興部長の山田より御挨拶を申し上げます。 

 

山田農村振興部長 

本日は、ご多用のところ、第１回技術検討会にご出席いただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

国営事業の再評価につきまして、スケジュールどおり評価結果を公表することができまし

た。いただきました意見は、私共職員の励みにもなることでございまして、ご審議いただき

ましたことをこの場をお借りしまして御礼申し上げます。 

本日は、補助事業の再評価としまして高野地地区、木頭２期地区、木沢２期地区の３地区

をご審議いただき、事後評価としまして御所地区の１地区をご審議いただきたく存じます。 

ご議論いただく補助事業の再評価ですが、事業の採択後、一定期間ごとに事業実施の妥当

性について、総合的かつ客観的に評価をいただいて、補助金の交付が妥当かどうか、補助金

の交付方針を審議し決定を行うこととなっております。 

この検討会では、事業の進捗状況、関連事業の進捗状況、社会経済情勢の変化、それから、

費用対効果分析の算定基礎となった要因等々について、ご議論いただきたいと考えていると

ころです。 

また、併せてご審議いただく補助事業の事後評価は、事業完了後概ね５年を経過した総事

業費 10 億円以上の完了地区を対象にして事業のもたらす効果について、総合的かつ客観的に

評価することとなっております。 

この検討会では、社会経済情勢の変化、事業効果の発現状況、事業実施による環境の変化

等々について、ご議論いただきたいと考えているところです。 

技術検討会委員の皆様から、いろいろ貴重なご意見を賜りまして、今後の事業実施や事業

のあり方につなげていきたいと思っておりますので、どうか忌憚のないご意見をよろしくお

願いします。 

誠に簡単ですが、冒頭のあいさつとさせて頂きます。本日は何とぞよろしくお願いいたし
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ます。 

 

事務局 

 ～本日出席の技術検討会委員の紹介、配布資料の確認～ 

 

事務局 

 それでは、以降の議事につきましては諸泉委員長に進行をお願いしたいと思います。 

委員長に一言御挨拶をいただきまして、その後議事に従いまして進行をよろしくお願いい

たします。 

 

諸泉委員長 

昨日は、快晴のもと、現地調査をすることができましてありがとうございました。 

本日審議するわけですが、昨日は高野地を見学させていただいて委員の皆さんもイメージ

をもって審議にあたられると思います。 

高野地以外の再評価２地区と事後評価１地区の現地調査は行っておりませんが、委員の皆

様方これまで同様の事業の現地調査等をやっておられると思います。本日の説明資料とご経

験の調査を参考にしてご審議いただければと思います。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

それでは、早速始めさせていただきます。令和６年度中国四国農政局補助事業再評価及び

事後評価の技術検討会の進め方について説明をお願いします。 

 

 

議題１ 令和６年度補助事業再評価及び事後評価の技術検討会の進め方について 

 

事務局 

～資料説明～ 

 

諸泉委員長 

ただいま説明のありました、令和６年度中国四国農政局補助事業再評価及び事後評価の技

術検討会の進め方について委員のみなさまにご審議を賜りたいと思います。  

なお、本技術検討会については、公開となっております。また、技術検討会の議事概要等

の扱いにつきましては、検討会終了後に公表することになっております。 

 

諸泉委員長 

特に意見はないようですので、それでは、2つ目の議題、令和６年度再評価対象地区の説明

及び質疑に入りたいと思います。 

議事次第に沿って、説明を願いします。 

まず、水利整備関係の高野地地区の説明をお願いします。 
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議題２．令和６年度補助事業再評価対象地区の説明及び質疑 

～再評価の質疑内容は省略～ 

 

事務局 

引き続き、事後評価技術検討会を開催します。事務局の農政局事業計画課の太田と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

それでは、以降の議事につきましても引き続き、諸泉委員長に進行をお願いしたいと思い 

 

 

議題３．令和６年度補助事業事後評価対象地区の説明及び質疑 

 

諸泉委員長 

それでは、次の議題、令和６年度事後評価対象地区の説明及び質疑に入りたいと思います。 

農地整備関係の御所地区の説明をお願いします。 

 

岩﨑農地整備課長 

～御所地区の説明～ 

 

諸泉委員長 

ただいま説明のありました御所地区について、質疑を行います。 

委員の皆様より御質問、ご意見をお願いします。 

 

佃委員 

 施設ができたことによって、農家数は減っていますが、認定農業者数に農地が集積され営

農しやすくなったことは数字を見て分かります。パイプラインの耐用年数はどの程度ですか。

また、維持管理を土地改良区が定期的に行うことになっていますが、定期的な見回りはして

いますか。 

 

岩﨑農地整備課長 

機場の周辺は、鉄のパイプを使用し、末端は塩ビ管を使用しています。塩ビ管の耐用年数

は 20 年程度、鉄の耐用年数は塩ビ管より若干長くなっています。また、施設の点検は、土地

改良区が定期的に行っております。 

 

豊田委員 

 パイプライン化により、デラウェアから高単価品種であるシャインマスカットへの転換が

可能となったのですか。 

 

岩﨑農地整備課長 

パイプライン化によって水管理労力の節減が図られたことにより、シャインマスカットへ

の転換が進んでいます。 
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駄田井委員 

農道整備の効果はありましたか。 

 

岩﨑農地整備課長 

農道の拡幅により、コメの収穫作業や肥料運搬等の効率があがっています。 

 

河口委員 

受益地全体の土地利用について確認しますが、水稲や山田錦は栽培していますか。 

 

岩﨑農地整備課長 

水稲は栽培していますが、酒米は栽培していなかったと思います。 

 

河口委員 

サトウキビは、通年又は水稲の後作として栽培しているのですか。 

 

太田盛土対策専門官 

 サトウキビは、沖縄県の品種とは異なり、徳島県で昔から栽培されていた草丈の低い品種

で、春頃に植え付けを行い、12 月頃に収穫を行っていたと思います。 

 

佃委員 

 収穫したサトウキビの製糖作業はいつ頃行いますか。 

 

太田盛土対策専門官 

 サトウキビの作付けステージを確認します。 

 

諸泉委員長 

事業目的に本地区の農業競争力の強化の記載があります。今後はブランド化や販路拡大を

すすめていく予定ですか。 

 

山田農村振興部長 

事業完了後に担い手への集積は進んでいますので、さらにステップアップしていきたいと

いう意味での提言になります。 

 

諸泉委員長 

以上をもちまして、全ての議事を終了しましたので、事務局へお返しします。 

 

事務局 

委員の皆様、御審議大変ありがとうございました。様々な御意見をいただいておりますの

で、次の検討会でご説明を差し上げたいと思います。 

それでは、最後に委員長であります農村振興部長の山田よりご挨拶を申し上げます。 
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山田農村振興部長 

本日は、２時間にわたるご審議誠にありがとうございました。今回、回答できなかった質

問につきましては、次回までにお答えできるところはお答えし、資料もしっかり修正したう

えで次の技術検討会に備えたいと思います。 

次回の技術検討会は 12 月 13 日に予定しております。それまでに本日いただいたご意見を

整理したいと考えております。先生方におかれましては、次回の技術検討会もご出席賜りま

すようお願いいたします。本日は誠にありがとうございました。 

 

事務局 

それでは、これをもちまして令和６年度中国四国農政局補助事業第１回技術検討会を終了

させていただきます。なお、次回技術検討会は 12 月 13 日、土地改良技術事務所１F 研修室で

予定しておりますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

 

 

（参考）中国四国農政局 補助事業 再評価・事後評価 技術検討会の概要 

 

１ 日 時 

令和６年 10 月 31 日（木）9：00～11：00 

 

２ 場 所 

愛媛県南予地方局八幡浜支局 7F 中会議室 

 

３ 出席者 

【中国四国農政局技術検討会】 

諸 泉    利 嗣  国立大学法人岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 教授 

河 口  洋 一  国立大学法人徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授 

駄田井   久   国立大学法人岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 准教授 

佃   俊 子  東讃地区生活研究グループ連絡協議会 元会長 

  豊 田  知 世  島根県立大学地域政策学部地域政策学科 准教授(web) 

 

【中国四国農政局国営等事業管理委員会】 

山 田  美 紀  農村振興部長 

三田村  直 樹  農村振興部  水利整備課長 

岩 﨑  幸 彦  農村振興部  農地整備課長(web) 

稲 田  善 秋  農村振興部  防災課長 

 

【事務局】 

西 村  夏 郎  農村振興部 設計課事業調整室長 
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西 原  照 夫  農村振興部 設計課洪水調節機能強化専門官 

太 田  英 理  農村振興部 事業計画課 盛土対策専門官 

小 西  利 博  農村振興部 事業計画課 国営農地整備係長 

齋 藤  芳 成  農村振興部 水利整備課 施設復旧対策指導係 

 

４ 提出資料 

・議事次第 

・出席者名簿 

・資料１  令和６年度中国四国農政局補助事業再評価及び事後評価技術検討会の進め方 

・資料２  水利施設等保全高度化事業「高野地地区」再評価書（案） 

・資料３  農村地域防災減災事業「木頭２期地区」再評価書（案） 

・資料４  農村地域防災減災事業「木沢２期地区」再評価書（案） 

・資料５  農業競争力強化基盤整備事業「御所地区」事後評価書（案） 


